訴　　状

平成〇〇年〇〇月〇〇日

〇〇家庭裁判所　〇〇支部　御中

〒０００－００００

住　所

原告　　　〇　　〇　　　　〇　　〇

〒０００－００００　　　　

住　所

被告　　　〇　　〇　　　　〇　　〇

　離婚等請求事件

訴訟物の価額　金　　　　　　円

貼用印紙額　　金　　　　　　円

請求の趣旨

１　原告と被告とを離婚する。

２　被告は原告に対し金〇〇〇万円を支払え。

３　原告、被告間の子〇〇（平成〇〇年〇〇月〇〇日生）の親権者を原告と定める。

４　被告は、原告に子〇〇の養育費として、子〇〇が成年に達するまで毎月金〇万円を支払え。

５　訴訟費用は被告の負担とする。

との判決を求める。

請求の原因

一　結婚に至る経緯

１　

２

３

二　離婚原因

１

２　

３　

三　財産分与

　　財産分与の対象となる財産

四　調停前置

　　原告は被告を相手方とし〇〇家庭裁判所〇〇支部に離婚調停の申立をしたが、同年〇月〇〇日調停は不成立となった（甲第〇号証　不調調書）。

五　結語

　　以上の離婚原因事実は、民法第７７０条第１項５号の婚姻生活を継続しがたい重大な事由に該当するものであり離婚の判決を求める。さらに原告は、被告に対し財産分与として金〇〇〇万円、謝料として金〇〇〇万円、合計金〇〇〇万円の支払いを求める。

　　また、原告被告間の子〇〇の親権者として原告を指定すること及び被告に子の養育費として子が成年に達するまで毎月金〇万円の支払いを求める。

　

証拠方法

１　甲第１号証（　戸籍謄本　）

２　甲第２号証（　住民票　　）

３　甲第３号証（　調停調書　）

添付書類

１　甲号証写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１通

注　１　離婚訴訟の訴状の案です。

　　２　管轄は被告の住所地を管轄する家庭裁判所です。

３　訴訟物の価格と貼用印紙額は、計算が難しいので裁判所の受付で確認して記載してください。

４　請求の趣旨とは、裁判所に求める判決の主文を記載します。離婚裁判では、離婚する、金銭を支払え、子供の親権者、養育費の支払いについての判決を求めることになります。もちろん子供がいない場合や、慰謝料、財産分与の金銭の支払いがない場合は記載する必要はありません。

５　請求の原因には、請求の趣旨記載の判決をするための法律要件を満たす具体的な事実を記載します。離婚の判決をするための婚姻が破たんしている事実、金銭の支払いを求めるための事実、財産分与であれば婚姻中にできた財産で本来は離婚に伴い清算すべき金員としての財産分与、慰謝料（離婚について原因を作った相手方に対する不法行為としての損害賠償）、子供の親権を定めるためどちらが育てるのがふさわしいかという点についての事実、養育費の負担を決めるための両親の収入や生活状況に関する事実、等を記載します。

６　離婚訴訟を提起する前に離婚の調停を申し立てそれが成立しなかったことが必要になります。訴状にもその旨の記載が必要になりますし、調停が不成立となった証拠として家庭裁判所の調書が必要です。離婚調停の最後に裁判所に申請しておくことが必要です。

７　最後に結語として、請求について簡単に説明します。

８　以上が概要ですが、ここの疑問点については（慰謝料、財産分与、養育費の金額や親権者の定め方）ＨＰの記事を参考にしてください。

